
小学校 全 学年＜全―（６）＞

学

年

１ ～

６年

時

間

学校行事

地震(津波)発生の避難訓練と起震車体験

時

期

９ 月 ～

１０月

時

数

１時間

（４５分～６０分）

目 標

・ 緊急の地震（津波発生の予想）に対して、全児童が適切な指示に従い、敏速に統制の

ある行動をとり、安全に避難することができるようにする。（緊急地震速報を利用）

・ 起震車体験をすることにより、立っていられない状況や器物落下・倒壊の危険の疑似

体験をする。

資料・準備

気象庁ＤＶＤ「津波に備える」資料編④緊急地震速報を使った地震・津波訓練(アラーム音

あり)（H25.3 各学校へ配布）、地震体験車「グラットくん」（消防署で準備）、気象庁ＤＶ

Ｄ「津波から逃げる」(H24.4 公表。各学校配布済み)、スクリーン・パソコン等、専門家

講義希望の場合は、事前に依頼する。

展開

１ 緊急地震速報（気象庁ＤＶＤ「津波に備える」(H25.3)資料編④緊急地震速報を使った地震・津波訓練活用

＜アラーム音あり＞）による児童の避難（揺れから身を守る→ 身近な避難経路を経由し避難場所へ

避難）

・避難経路の確保（近くのドア等を開ける）

・体、特に頭の保護

・放送設備またはハンドマイクの活用

・「お・は・し・も」の約束の徹底

２ 避難後、児童数及び児童の様子の確認→ 全体の掌握

・第一次避難、第二次避難

３ 避難総括

・校長、安全担当の話

４ 地震体験車体験と地震(津波)の特徴、避難のＤＶＤ視聴・講話等（全校を下・上学年 or 低・中・高

学年で入れ替え）

・協力団体に依頼

５ 全体総括と今後の心得

関 連 す る
教科・領域等

学級活動（事前指導）

協 力 団 体 鳥取地方気象台、鳥取中部ふるさと広域連合消防局、鳥取県治山砂防課


